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実施内容 

（１）英語教育の状況を踏まえた目標 

（１） 小学校 

①  学習到達目標の整備状況について 

 県教育委員会では、小学校における CAN-DO リストの整備と CAN-DO リストに沿った

授業の実施を推進するため、令和２年度に県指定事業「群馬の小学生 英語コミュニケー

ション力向上事業」を実施した。本事業の指定４校では、モデルとなる CAN-DO リストを

作成するとともに、それに沿った授業を実践し、公開授業を行った。また、作成した CAN-DO

リストは群馬県教育委員会の Web ページよりダウンロードできるようにし、すべての小学

校に対して、自校の CAN-DO リストを作成する際に活用するよう周知している。 

令和２年度については、CAN-DO リストを設定した学校の割合を５０％と目標値を設定

したが、コロナ禍のため、県指定事業における公開授業の参加者も制限されるなど、

CAN-DO リスト整備の促進に向けた事業が十分ではなく、作成が進まなかった学校もあっ

たため、令和３年度においても５０％とする。加えて、公表している学校、達成状況を把

握している学校の割合ともに５０％を目標値とする。 

 

（２） 中学校 

①   求められる英語力を有する生徒の割合について 

    CEFR A1 以上相当の英語力を有する生徒（中３）の割合は、平成３０年度は４０．９％、

令和元年度は４４．２％であった。その中で、実際に CEFR A1 以上の英語力を取得している

生徒の割合は、平成２９年度は２６．８％、平成３０年度では２７．３％、令和元年度は２

９．２％と上昇している。これは小学校で充実した英語の授業を受けてきた生徒が多くなっ

てきていることに加え、平成３０年度から３年間の計画で進めてきた県指定事業「群馬の中

学生 英語４技能スキルアップ事業」によって、言語活動中心の授業改善が進んできたこと

によると考える。令和３年度は目標値を５０％に設定し、新たに一人一台端末を活用した学

びを構築することを目的に実施する「ＩＣＴ活用促進プロジェクト（モデル校事業）」にお

いて、ＩＣＴを効果的に活用し、言語活動を実際の場面に近づけ、コミュニケーション力を

伸ばす学習を追究し、その実践成果を全県に普及することで、生徒の英語力の底上げを図る。 

 

②   英語教育に関する小中連携を実施している学校の割合について 

英語教育に関して、小中連携を実施したと回答した学校の割合は、平成３０年度は８０．

２％から、令和元年度は８２．０％と伸びた。しかし、依然として１８．０％の学校にお

いて実施していないと回答している。市町村教育委員会が小中連携を意識し、主導してい

る学校は小中連携が進んでいるが、学校の取組に任せている市町村では小中連携が進んで

いない。県教育委員会では、平成３０年度より、英語の公開授業では参加教員の校種の制

限を取り払い、校種を跨いだ英語教育の理解を進めているが、まだ十分でない面も多い。 

 令和３年度においては、目標値を１００％とし、引き続き、小中連携の実施について推

進していくとともに、市町村教育委員会と連携し、各中学校区において小中で一貫した

CAN-DO リストを協働して作成することを提案していく。すでに令和２年度に実施した県

指定事業「群馬の小学生 英語コミュニケーション力向上事業」の指定校が、モデルとな

る小中学校が連携した学びを目指した CAN-DO リストを作成し、県の Web ページ上で公

開しているため、これらの活用を促していく。 

 

（３）高等学校 

  ① 求められる英語力を有する生徒の割合について 

      令和元年度の高校３年生で CEFR A2 以上相当の英語力を有する者の割合は、４２．２％

であった。大学入学者選抜改革に伴い、ここ数年、実際に CEFR A2 以上を取得した生徒の

割合が増えている。令和２年度の目標値を４４％としていたが、コロナ禍において、外部
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検定試験等が予定通り実施されなかったことなども踏まえ、県教育委員会として、令和３

年度の目標値を改めて４４％に設定した。各校においてＩＣＴを効果的に活用することで、

学習指導要領の趣旨に沿った授業改善を更に推進したり生徒の英語運用能力を適切に測る

ことができるような学習評価の改善を推進したりできるように、研究協議会等を通して、

県で作成した「県立高校等ＩＣＴ活用モデル」の周知を図り、活用を推進していきたい。 

 

② パフォーマンステストの実施状況について 

パフォーマンステストの実施についても、各種研修や協議会等で周知し、実施状況は改

善しつつある。これまでの学校の取組事例等をまとめた、「群馬県高校生パフォーマンステ

ストアイディア集」を作成しており、この資料も活用しながら、今後も指導と評価の改善

を進めていきたい。課題としては、特にスピーキングテストの実施回数について、令和元

年度のコミュニケーション英語 Iが１．４回、Ⅱが１．４回、Ⅲが０．７回と学年が上が

るごとに実施回数が低くなっていくことが挙げられる。研修協力校の取組を含む好事例を

示しながら、適切に評価が実施されるように取り組みたい。具体的には、各校からの取組

事例報告において、令和２年度に報告を求める予定であった３学年の事例を、令和３年度

に求め、共有を図るなどして、全ての学校において、全学年でスピーキングテストやライ

ティングテストが実施できるように工夫したい。 

 

（４）小学校教員の新規採用における一定の英語力を有する教員の採用を促進する取組 

本県は小・中学校教員の人事交流を積極的に推進しており、小・中学校教員については、 

「一括募集」で採用試験を実施している。そのため、中学校教員の区分で受験した者であ 

っても、配置時には、小学校への配置となる場合がある。 

     また、令和２年度実施の令和３年度本県公立学校教員の採用選考において、「特別選考」 

として英語科教員特別選考を実施し、実用英語技能検定（公財）日本英語検定協会１級合 

格者、ＴＯＥＦＬ（国際教育交換協議会）ｉＢＴ１００点以上取得者には、一次試験の「一 

般教養・教職に関する科目」及び「実技試験」を免除している。 

   さらに、「所有免許状及び所有資格による加点制度」として、小学校免許状と中学校英

語免許状をともに有する人には、小学校免許状と中学校免許状の両免許状所有による加点

に加え、さらに加点を行っている。 

 

（２）（１）の目標を達成するための取組（施策の全体像と具体的な計画） 

（１）群馬県教育委員会 

○ 義務教育課 

   ①  ＩＣＴ活用促進プロジェクト（モデル校事業）の実施 

    目的：「群馬ならではの新しい学び」の実現に向け、ＩＣＴ教育のモデル校（拠点校、実

践推進校）の実践研究等の結果等を基に、１人１台端末を活用した学びのモデル

を構築し、全県へ普及する。 

    モデル校数：拠点校 小・中学校各２校 

          実践推進校 小学校１３校 中学校１０校 

          ※上記の学校のうち、デジタル教科書実証事業として外国語に取り組む学

校は小学校２校、中学校２校 

    取組内容：○各学校の実態や課題に応じて創意工夫したＩＣＴの活用 

          ・１人１台端末を活用した個別最適な学びと協働的な学びの実現に向け、

「『はばたく群馬の指導プランⅡ』ＩＣＴ活用 Version」を基に、各学校

の実態や課題等を踏まえて実践する。 

          ・児童生徒の学びの連続性を目指した学習履歴（スタディ・ログ）等の活

用について県教委とともに研究する。 

          ・各学校の創意工夫による先進的な取組を実践する。 
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         ○実践研究の成果等の周知 

          ・拠点校は公開授業を行い、取組の成果を全県に周知する。 

          ・実践推進校は各学校で発表方法を工夫し、取組の成果を周知する。 

 

②  県教育委員会及び市町村教育委員会の外国語担当指導主事によるネットワークの構築 

    課題意識を共有するため、県と市町村教育委員会の外国語担当指導主事とオンライン会

議を定期的に実施するなどし、連携を一層深める。 

          ・県指導主事会議（年２回実施）  

          ・外国語担当指導主事会議（複数回実施予定） 

○  高校教育課 

① 「新しい学びのための授業改善事業」 

       目的：新学習指導要領で求められている資質・能力を育成するために、各校における授

業改善を一層推進するとともに、観点別学習評価等の評価方法を改善・充実させ

る。 

    対象：全ての高等学校において、全ての教科等で実施する。 

    取組内容：○各校における「学びのイノベーションリーダー（仮称）」を中心とした評価

の改善に向けた取組 

          ・高校教育課がリーダー対象の研修会等を実施し、各校において全ての教

科等で評価方法の改善に向けた取組を進める。 

         ○「学びのイノベーション推進員（仮称）」による評価方法の実践研究 

・高校教育課が県内で各教科数名の推進員を指名し、評価方法を中心に他

のモデルとなる取組を研究する。 

・英語については、英語教育推進リーダーを推進員に含み、パフォーマン

ステストの実践研究を進める予定である。 

・研究成果は随時発信し、令和 4 年度における各校での取組に生かす。 

         ○群馬県ＩＣＴ教育推進研究会で作成した「県立高校等ＩＣＴ活用モデル」

に基づいた実践を進める。 

 

 ○ 義務教育課・高校教育課 

   ① 「群馬県英語教育フォーラム」（年１回開催） 

    対象：小・中・高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の英語担当教員約３００名 

    内容：授業実践発表、講演会、分科会での協議等を通して、英語担当教員の指導改善

に対する意識を高め、県全体における英語教育の改善を図る。 

       ※ 分科会の中では英語教育推進リーダーを講師とした研修を行う。 

 

（２） 群馬県総合教育センター 

① 「小学校外国語活動・英語科研修講座」 

対象：小学校・中学校・義務教育学校・中等教育学校・特別支援学校の教員 

人数：３０人 

方法：集合研修 

目的：新学習指導要領の改訂の意図に基づいた授業をするための指導方法及び１人１台

端末に対応した指導方法を学びます。 

内容：○講義・演習「担任だからこそ出来る小学校外国語の授業づくり」 

                担任が教える利点を生かし、児童が「聞きたい」「話したい」と思える       

ような授業づくりについての理解を深めます。  

        講師 東京家政大学人文学部英語コミュニケーション学科 

             教授 太田 洋 

    ○講義・実習「１人１台端末に対応した指導の工夫」 
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               １人１台端末を活用した小学校外国語活動・外国語科の指導の工夫を実       

践例とともに学びます。 

        講師 群馬県総合教育センター 義務教育研究係 指導主事 

 

② 「中学校英語科研修講座」 

対象：小学校・中学校・義務教育学校・中等教育学校・特別支援学校の教員 

人数：３０人 

方法：集合研修 

目的：新学習指導要領の全面実施を受け、改訂の意図に基づいた評価方法及び１人１台

端末に対応した指導方法を学びます。 

内容：講義「中学校英語科における評価の在り方」 

 中学校英語科における評価のポイントを理解します。 

 講師：文部科学省初等中等教育局 山田 誠志 教科調査官 

    講義・実習「１人１台端末に対応した指導の工夫」 

               １人１台端末を活用した中学校英語科の指導の工夫を実践例とともに学      

びます。 

        講師 群馬県総合教育センター 義務教育研究係 指導主事 

 

③ 「高校英語科研修講座」 

対象：高等学校・中等教育学校・特別支援学校の教員 

人数：５０人 

方法：集合研修 

目的：新学習指導要領で求められる４技能５領域における言語活動の充実を図り、英語

の授業の質を高める指導力の向上を図ります。 

内容：（第１日） 

講義「新学習指導要領実施に向けて～指導と評価の一体化を通して～」 

 新学習指導要領における指導と評価の一体化について学びます。 

 講師：文部科学省初等中等教育局 富高 雅代 教科調査官 

（第２日） 

講義・演習「英語授業における発問づくり：教科書本文をもとにした教師と生 

 徒のコミュニケーション」 

                 授業における発問の在り方を理解し、どのように授業の活性化を図るのかを学

びます。 

講師 山梨大学大学院総合研究部教育学域 田中 武夫 教授 

 

（３） 群馬大学との連携について 

    ① 「英語担当教員指導力向上ワークショップ」の開催（県教育委員会共催事業） 

   対象：小・中・高等学校及び中等教育学校の英語担当教員 

      概要：小学校外国語活動と中学校英語科及び高等学校外国語科を効果的に連携できるよ

うにするため、指導方法や授業づくりについての研修を通して実践的指導力の向

上を図る。ワークショップの実施に当たっては、県教育委員会の指導主事等が講

師として参加することにより、大学と連携して指導力向上を図る予定である。 

② 「英語担当教員発音ブラッシュアップ研修」の開催（県教育委員会共催事業） 

   対象：小・中・高等学校及び中等教育学校の英語担当教員 

      概要：生徒への指導において、担当教員が適切な英語の発音を用いることができること

を目的として実施する。実施に当たっては、群馬大学の施設を利用し、講師は、

群馬大学の教授とする。 
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（３）研修体制の概要 

             (連携)                  (連携) 

 

 

                                                                                      

           

 

 ※フォーラム等 

 （講師依頼） 

  

 

 

（指 導） 

 

      （指導）                                

                                                         

                

（校内研修等  で支援）           

 

（研修・支援）  （成果の普及）  （研修・支援）           （研修・支援） 

 

 

 

 

 

群馬県教育委員会 群馬大学（共同教育学部） 

【総合教育センター】 

・小学校外国語活動・英語科研修講座 

・中学校英語科研修講座 

・高校英語科研修講座 

 

【義務教育課】 

・ＩＣＴ活用促進プロジェクト（モデル校事業）」 

【高校教育課】 

・「新しい学びのための授業改善事業」 

【義務教育課・高校教育課】 

・群馬県英語教育フォーラム             

  （連携・協力）           （連携・協力） 

小 学 校 中 学 校 高 等 学 校 

拠点校・実践推進校 

(ICT 活用促進 PJ) 

I 

市町村教育委員会 

英語教育推進ﾘｰﾀﾞｰ 

各教育事務

所 

・英語担当教員指導力 

向上ワークショップ 

（中・高教員対象） 



目標管理書 令和３年度様式 （様式２）

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 100 100 100 100 100 100 100
公表（％） 100 33.7 35 67.5 75 85 100
達成状況の把握（％） 95 60.2 65 85.5 90 90 100

60 61.3 65 60 70 75 80

　　○スピーキングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 3 2.4 3 1.4 3 3
コミュニケーション英語Ⅱ 3 2.2 3 1.4 3 3 3
コミュニケーション英語Ⅲ 1 0.6 2 0.7 2 2 2
英語表現Ⅰ 2 0.6 2 1.1 2 2
英語表現Ⅱ 2 0.7 2 0.7 2 2 2

　　○ライティングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 2 1.8 3 2.3 3 3
コミュニケーション英語Ⅱ 2 1.2 3 2.0 3 3 3
コミュニケーション英語Ⅲ 1 1.0 2 1.4 2 2 2
英語表現Ⅰ 2 2.1 3 2.8 3 3
英語表現Ⅱ 2 2.8 3 3.7 3 3 3

　　○スピーキングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 3
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ 2
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

　　○ライティングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 3
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ 3
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

④英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 65 61.9 65 56.2 65 65 65
74 71.7 74 72.9 76 78 80

⑥求められる英語力を有する生徒の割合（％） 38 40.3 42 42.2 44 44 50

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 100 100 100 100 100 100 100
公表（％） 50 9.9 20 12.3 25 30 35
達成状況の把握（％） 50 36.4 50 37.7 55 60 65

②生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 90 86.3 90 88 90 90 90
スピーキングテスト（回） 3 3.3 4 3.6 4 4 4
ライティングテスト（回） 3 2.4 3 2.8 3 3 3

④英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 80 84.7 90 84.8 90 90 90
⑤求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 30 31.3 35 34.3 40 45 50
⑥求められる英語力を有する生徒の割合（％） 50 40.9 50 44.2 50 50 50

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 50 50 100
公表（％） 50 50 50
達成状況の把握（％） 50 50 60

独自 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値指標内容

指標内容

2018 2019 2020

2022

2021 2022

2018 2019 2020 2021

2021 2022

③パフォーマンステストの実施状況　

①学習到達目標の整備状況

群馬県教育委員会

2018 2019 2020

高
等
学
校

中
学
校

小
学
校

2021

2022
指標内容

新
課
程

2018 2019 2020

現
行
課
程

指標内容

学習到達目標の整備状況

①学習到達目標の整備状況

②生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％）
③パフォーマンステストの実施状況 

⑤求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％）
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